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文芸表現入門I（A/B/C） 必修 1年以上 講義 2 29CHI1L01 前期 ◎ △ 文芸表現の基礎を学ぶ1

大学での基本的な学び方を身につけることを通して、文芸表現学科での基礎的な学びへの導入と
定着をはかり、学科の専門性につながる日本語表現への専門的な知識と意識を涵養する。また、
「読む」「書く」「聞く」「話す」のことばの四要素に重点を置きつつ、とりわけ「読む」「書く」ことの、大学
における初期教育に力を注ぐ。その際、各回の内容に応じた課題出題と添削を通して、学生個々の
力の丁寧な涵養につとめる

中学・高校までとは基本的に異なる、自立した個人としての大学で
の学び方を修得する。また、文芸表現学科におけることばの学びに
おける、「読む」「書く」基礎的な能力を修得し、今後の学科での学び
に適応できる力をつける

文芸表現入門II（A/B/C） 必修 1年以上 講義 2 29CHI1L02 前期 ◎ △ 文芸表現の基礎を学ぶ2

大学での基本的な学び方を身につけることを通して、文芸表現学科での基礎的な学びへの導入と
定着をはかり、学科の専門性につながる日本語表現への専門的な知識と意識を涵養する。また、
「読む」「書く」「聞く」「話す」のことばの四要素に重点を置きつつ、とりわけ「読む」「書く」ことの、大学
における初期教育に力を注ぐ。その際、各回の内容に応じた課題出題と添削を通して、学生個々の
力の丁寧な涵養につとめる

中学・高校までとは基本的に異なる、自立した個人としての大学で
の学び方を修得する。また、文芸表現学科におけることばの学びに
おける、「読む」「書く」基礎的な能力を修得し、今後の学科での学び
に適応できる力をつける

文芸表現ベーシックI（A/B） 必修 1年以上 講義 2 29KOU2L03 後期 △ ◎ 文芸表現について発展的に学ぶ

ことばのコミュニケーション四要素のうち、「書く」力の涵養に加えて「聞く」「話す」力の涵養にもつと
め、学科の専門性につながる日本語表現への専門的知識を身につけさせる。また、社会における
キャリアについて初歩的な理解を深め、ひいては自らの将来的なキャリアについて真摯に考える姿
勢と自己意識、社会性を身につける

他者とのコミュニケーションにおける「聞く」「話す」実地の力と、日本
語表現の専門的知識・能力とをバランスよく身につけつつ、社会に
おけるキャリアについて初歩的な理解を深め、自らの将来的なキャ
リアを展望できるようになる。また、2年次の夏にインターンシップに
出ることを目標に、社会の現場でより役立つ実践的な日本語を運用
できるようになる

文芸表現ベーシックII（A/B） 必修 2年以上 講義 2 29KOU2L04 前期 △ ◎ 社会の中で生きる言葉を探す1

ここまでの「表現基礎シリーズ」の履修内容を踏まえつつ、日本語表現、ことばのコミュニケーション、
およびキャリアについて、一歩踏み込んで多面的な理解を深め、自身の将来に役立てられるよう、こ
とばの専門的な実力をつけていく。また、今後のより本格的なキャリア学習に備え、今一度、自己と
他者についての理解を深めさせ、各種のグループワークを通じた基礎的な社会性の涵養につとめる

実社会の現場で役立つ実践的な日本語の力を身につけつつ、2年
夏にインターンシップに出ることを目的に、ごく基礎的な社会的ルー
ル・各種のリテラシーを理解し、自分のものとする

文芸表現応用I 必修 2年以上 講義 2 29KOU2L05 後期 △ ◎ 社会の中で生きる言葉を探す2
ことばの力を社会で活かすために、社会の諸問題への興味・関心を深め、自らが社会に出ていくの
に必要な準備をする。また、文芸表現にかかわる多様な職業人について、リサーチやインタビュー取
材などを通して、具体的な将来ヴィジョンを獲得する。

３年次夏にインターンシップに出るための準備として、実社会に役立
つことばの力や、社会に出るための基礎的なマナーを身につける。
また、文芸表現にかかわる多様なキャリアについて知り、文芸の学
びをもって社会の荒波を切り開いていく人間力を身につける。

文芸表現応用II 必修 3年以上 講義 2 29KOU3L06 前期 △ ◎ 社会の中で生きる言葉を獲得する
文芸表現学科で得た知と能力を活かし、自らの特性や志向、活動記録を自己分析しつつ、社会で生
きていく実践力を身につける。また、３年夏のインターンシップの準備として、多種多様な「文芸的」
キャリアを研究して、エントリーシートの演習に励む。

これまで養ってきた言葉の力を武器にして、自らが興味・関心のあ
るキャリアとの接点を見つけ、未来の社会を生き抜く力を身につけ
る。また、３年夏から始まるインターンシップに備えて、文芸表現の
学びから直結する将来のヴィジョンを、より明確に確立する。

文芸概論 必修 1年以上 講義 2 29CHI2L07 後期 △ ◎ 文芸とその周辺
「文芸」とひとくちでいうけれど、そのなかにはさまざまなジャンルが存在している。また最近では、文
芸作品型の表現ジャンルの作品に翻案される（いわゆるメディアミックス）こともめずらしくない。本講
義では「文芸」を大きな地図のなかに位置づけることを試みる。

文芸と総称されている領域の内部、およびその周辺を理解し、自身
が書きたいと思う文芸作品の一泥を理解することができる。

百讀I 必修 1年以上 講義 2 29CHI1L08 前期 ◎ ◎ 百讀〈入門篇〉1
ジャンル、作家にとらわれず幅広い文芸作品を読み、それについて語ることをつうじて、文芸の世界
を学んでいくために必要となる基礎を形成する。

文芸作品を読み、理解し、それについて語るための読解力、批評眼
を養うとともに、自分自身が文芸の世界で活躍するために必要とな
る、文章表現力を伸ばす。

百讀II 必修 1年以上 講義 2 29CHI1L09 前期 ◎ △ 百讀〈入門篇〉2
ジャンル、作家にとらわれず幅広い文芸作品を読み、それについて語ることをつうじて、文芸の世界
を学んでいくために必要となる基礎を形成する。

文芸作品を読み、理解し、それについて語るための読解力、批評眼
を養うとともに、自分自身が文芸の世界で活躍するために必要とな
る、文章表現力を伸ばす。

百讀VII 選択必修 1年以上 講義 2 29CHI2L10 後期 ◎ △ 百讀〈応用篇：横断的に読む1〉
百讀I・IIを踏まえ、対象を物語テクストに限定せず、フィクション、ノンフィクション作品を横断的に読
み、読み解き理解する力を伸ばし、「読む」ことの意義を再確認する。

対象作品の精読をつうじて、さまざまなテクストに対する読解力を身
につける。また、テクストについて具体的かつ分析的に論じることが
できるようになる。

百讀VIII 選択必修 1年以上 講義 2 29CHI2L11 後期 ◎ △ 百讀〈応用編：横断的の読む2〉
百讀I・IIを踏まえ、対象を物語テクストに限定せず、フィクション、ノンフィクション作品を横断的に読
み、読み解き理解する力を伸ばし、「文芸」というジャンルの多様な可能性を理解する。

対象作品の精読をつうじて、さまざまなテクストに対する読解力を身
につける。また、テクストについて具体的かつ分析的に論じることが
できるようになる。

百讀IX 選択必修 1年以上 講義 2 29CHI2L12 後期 ◎ △ 百讀〈応用編：読みとコンテクスト〉
百讀I・IIを踏まえ、さまざまな文芸作品を多様なコンテクストの中で読解し、読み解き理解する力を伸
ばすとともに、コンテクストの中で産みだされる意味の多様性を理解する。

対象作品の精読をつうじて、さまざまなテクストに対する読解力を身
につける。また、テクストについて具体的かつ分析的に論じることが
できるようになる。

◎　DPを達成するために特に重要
○　DPを達成するために重要
△　DPを達成するために望ましい

創造力

芸術の力を
社会のために活かす

豊かな感性からの直感を、概念･イメージなどにまとめることができる

概念･イメージなどを紡ぎ合わせ、テーマ・仮説として練り上げることができる

テーマ・仮説などを、様々な媒体によって可視化し提案することができる

芸術学部　ディプロマ・ポリシー

人間力

自立したひとりの人間として
生きるための基盤の力

人間､社会､自然等に関する知識・情報を体系的に収集・理解できる

正しい情報をもとに、物事を論理的に考えることができる

自らを律しながら、設定した課題に粘り強く継続的に取り組むことができる

自らの良心に従い、社会のために芸術･デザインの力を活かすことができる



百讀X 選択必修 2年以上 講義 2 29CHI2L13 前期 ◎ △ 百讀〈応用編：長篇精読〉
1年次百讀を踏まえ、対象をおもに長篇小説に限定し、その精読をつうじて、対象となるテクストにつ
いて理解を深めると同時に、読み解き理解する力をさらに伸ばす。

対象作品の精読をつうじて、さまざまなテクストに対する読解力を身
につける。また、テクストについて具体的かつ分析的に論じることが
できるようになる。

百讀XI 選択必修 2年以上 講義 2 29CHI2L14 前期 ◎ △ 百讀〈応用編：現代小説〉5
1年次百讀を踏まえ、対象をおもに現代小説に限定し、その精読をつうじて、対象となるテクストにつ
いて理解を深めると同時に、読み解き理解する力をさらに伸ばす。

対象作品の精読をつうじて、さまざまなテクストに対する読解力を身
につける。また、テクストについて具体的かつ分析的に論じることが
できるようになる。

百讀XII 選択必修 2年以上 講義 2 29CHI2L15 前期 ◎ △ 百讀〈応用編：短篇精読〉6
1年次百讀を踏まえ、対象をおもに短篇小説に限定し、その精読をつうじて、対象となるテクストにつ
いて理解を深めると同時に、読み解き理解する力をさらに伸ばす。

対象作品の精読をつうじて、さまざまなテクストに対する読解力を身
につける。また、テクストについて具体的かつ分析的に論じることが
できるようになる。

創作メソッドI 選択必修 1年以上 講義 2 29CHI2L16 後期 △ ◎ 創作メソッド（世界を作る）
広義の物語を作るための具体的な技術・技法の総体を、その仕組みや仕掛け・力学等について、基
礎から体系的に身につけていく。また、古今東西の優れた作品群や作品理論をひもといて、書き手
を目指す者にとって最重要課題である「何を書く（べき）か」ということを、ともに考えていく。

授業を通じて学んださまざまな知見、技術知をもって、受講者各々
がこれまでもっていた創作への意欲や問題意識を一段高め、ゆくゆ
くは真に書きたい物語を実際に形にすることが出来るようになる。

創作メソッドII 選択必修 2年以上 講義 2 29CHI2L17 前期 △ ◎ 創作メソッド（世界を語る）
物語が小説として書かれるさい、それは通常語り手による「語り」として読者に提示される。本講義で
は、物語を語り手の声に託して「語る」うえで欠かせないテクニックを既存の作品から学び、かつワー
クショップ等に実践をつうじて体得する。

授業を通じてさまざまな「語り」の技法を学び、それを実作に活かす
ことができるようになる。

編集メソッドI 選択必修 1年以上 講義 2 29CHI2L18 後期 △ ◎
編集メソッド（エディターシップとは
何か）

マスメディアの様々な分野に及ぶ編集概念と実務、その創造性について、多様な実例を通じて文化
的価値から俯瞰し、エディターシップの基本を理解する。

エディターシップの可能性、職業としての編集者について理解し、自
分自身の執筆、編集、キャリア展望に取り入れることができるように
なる。

編集メソッドII 選択必修 2年以上 講義 2 29CHI2L19 前期 △ ◎ 編集メソッド（出版という企て）
編集メソッドIで、エディターシップの概念と実務を理解した上で、出版編集論、出版文化論に焦点化
し、本をめぐる職業（編集者・執筆者等）を目指すために必要不可欠な基礎を身につける。

本をめぐる業界の歴史と現在を理解し、職業としての編集者に必要
な倫理、法、社会性、実務について理解し、自分自身のキャリア展
望、志望動機に取り入れることができるようになる。

プロフェッショナル特講I 必修 1年以上 講義 2 29KOU1L20 前期 △ ◎ 文芸リレートーク1
文芸表現学科の授業を担当する教員による、それぞれの専門領域、またそこでの自身のキャリアに
ついての講義をとおして、文芸表現の可能性について、また職業としての文芸について理解を深め
る。

文芸表現の可能性、職業としての文芸の可能性を理解し、4年間に
わたる文芸表現学科での学修についてみずからの目標をイメージ
する。

プロフェッショナル特講II 必修 1年以上 講義 2 29KOU2L21 後期 △ ◎ 文芸リレートーク2
文芸表現学科の授業を担当する教員による、それぞれの専門領域、またそこでの自身のキャリアに
ついての講義をとおして、文芸表現の可能性について、また職業としての文芸について理解を深め
る。

文芸表現の可能性、職業としての文芸の可能性を理解し、4年間に
わたる文芸表現学科での学修についてみずからの目標をイメージ
する。

美術論I 選択 2年以上 講義 2 29CHI2L22 後期 ◎ △ 現代思想・哲学
多様な様相を見せる映像メディアとしての写真の歴史を辿るとともに、それを考察するための理論的
な枠組みについて考察する。

写真に関する基礎的な知識を身につけるとともに、写真について考
えるための知識や思考法について理解を深める。

映画と文芸 選択 2年以上 講義 2 29GIH2L23 後期 △ ◎ 映画・文芸表現論
実作ワークショップを通して小説と映画という物語表現のジャンルを行き来し、小説の直面する限界
と新たな可能性を探る。

物語表現の持つ普遍性と可能性を十分に理解し、その成果を、自
らが取り組む表現に生かすことができるようになる。

音楽と文芸III 選択 2年以上 講義 1 29CHI2L24 後期 ◎ △ 音楽と文芸1
古今の小説や文芸映画に現われたクラシック音楽を聴き、あるいは映像を観ながら、音楽と文芸の
関係について考察する。

クラッシック音楽がいかに文芸に浸透しているかを知るとともに、よ
り深く文芸や映画との関係を認識できるようになる。

音楽と文芸IV 選択 2年以上 講義 1 29CHI2L25 後期 ◎ △ 音楽と文芸2
ロック・ミュージックを中心としたポピュラー音楽を聴き、あるいは映像を観ながら、音楽と文芸が相
互に影響し合ってきた流れを考察する。

ポピュラー音楽がいかに文芸作品とも密接な関係を持っているかを
理解できるようになる。

文芸表現論II 選択 3年以上 講義 2 29GIH3L26 後期 ◎ ゲームと文芸
今日では小説、映画、マンガ、アニメなどと並んで物語性が大きな意味をもつひとつのジャンルとなっ
たゲームについて、その物語性を考える。

ゲームのもつ物語性を理解し、文芸作品との連続性を理解する。ま
たそれを自身のキャリアにつなげる可能性を実感する。

文芸表現論VI 選択 3年以上 講義 2 29CHI3L27 前期 ◎ 放送作家論
日本でラジオ放送が始まったのが1925年、テレビ放送が始まったのが1953年。以来、多様な放送コ
ンテンツが制作され、そこには放送作家・脚本家と呼ばれる‘放送業界の文人’が大きく貢献してき
た。そんな放送文化について、文芸的な視点から学ぶ。

テレビ・ラジオといった放送業界の歴史や現況を学び、そこにも放送
作家や脚本家といった文芸の役割があることを理解することで、よ
り広い視野と柔軟な思考を身につける。

文芸表現論VII 選択 2年以上 講義 2 29CHI2L28 後期 ◎ 小説言語・文化論
おもに英語圏で書かれた小説作品を題材に、それを生みだした文化的背景、歴史、言語と作品との
関係を考える。

作品を文化的なコンテクストのなかで理解し、また作品とそれが書
かれている言語との関係を理解する。

文芸表現論VIII 選択 3年以上 講義 2 29CHI3L29 前期 ◎
アート・文学を語るための20世紀哲学・思
想

ソシュールの言語学に始まるおもにヨーロッパ20世紀の思想・哲学をたどり、これらがアート・文学と
どのような関係にあったかを考える。

20世紀の思想・哲学を理解し、これらを駆使してアート・文学につい
て語れるようになること。

文芸表現論XI 選択 2年以上 講義 1 29CHI2L30 後期 ◎ 朗読
音声によって文芸作品が媒介される「朗読」という表現形式の実践をとおして、文芸作品がもつ潜在
的な可能性を考察する。

朗読の実践をとおして、文芸作品の音声的な表現の可能性を理解
する。

文芸表現論XII 選択 2年以上 講義 1 29CHI2L31 後期 ◎ 口承文芸
落語、講談といった「しゃべり」による文芸を実体験し、文芸作品がもつ「読む」以外の可能性を考え
る。

音声によって媒介される文芸作品を知り、それが文字によって媒介
される文芸作品といかに違うのかを理解する。

出版編集論II 選択 2年以上 講義 2 29CHI2L32 後期 ◎ インディペンデントメディア　歴史と現在
21世紀型の数々の発信を学びつつ、さまざまな媒体を効果的に使いこなす術を身につける。実際の
制作も試みる。

自身の表現を効果的に伝えていくための知識と術を身につけ、実際
に。個々人で紙やオンデマンドの冊子制作と発信を行う。

出版編集論VI 選択 2年以上 講義 2 29KOU2L33 後期 ◎ 図書館司書入門
図書館とはどのような場であって、図書館司書とはどのような仕事なのか。図書館の歴史・社会的意
義から説きおこし、知のナヴィゲータとしての図書館司書の役割を考える。

図書館のしくみ・意義を理解し、図書館司書を目指すにあたって必
要な基礎知識を身につける。

出版編集論VII 選択 3年以上 講義 2 29KOU3L34 前期 ◎ 校正・校閲入門 出版のプロセスにおいて校正・校閲が果たしている役割を理解し、その実践を演習をとおして学ぶ。
校正・校閲の意義を理解し、今後本格的に校正者・校閲者を目指す
ために必要なき知識を身につける。



ビジュアルメディア論IV 選択 3年以上 講義 2 29CHI3L35 前期 ◎ 「本」の多様性
「本」とは、文字ばかりが並んでいるものとはかぎらない。本講義では、写真集、絵本など、多様な書
籍のありようを考え、書籍の可能性を考える。

ことばと密接にかかわるさまざまなメディアを知ることで、書籍という
表現形式の可能性を広げ、自身の制作につなげる。

ビジュアルメディア論V 選択 3年以上 講義 2 29GIH3L36 前期 ◎ 製本ワークショップ 現在流通している書籍の構造を知り、学生作品展に展示する本の製本を試みる。
自分の書いた作品（文章）がどのようなプロセスを経て本というかた
ちになるのか、実際に製本し体感することで、造本についての知識
を深め、簡単な製本ができる。

ライターズ・セミナーI 選択 2年以上 講義 2 29GIH2L37 夏期集中 ◎ ◎ 作家による特別講義 ライティングの第一線で活躍する講師の講義を踏まえて、ライティングの実作および合評を行う。
ライティングの最前線で起こっていることを学び、それを活かして自
分の表現の幅を広げ、深さを増す。

ライターズ・セミナーII 選択 2年以上 講義 2 29GIH2L38 夏期集中 ◎ ◎ 作家による特別講義 創作の第一線で活躍する講師の講義を踏まえて、創作の実作および合評を行う。
創作の最前線で起こっていることを学び、それを活かして自分の表
現の幅を広げ、深さを増す。

文芸表現ワークショップI（A/B/C） 必修 1年 演習 2 29GIH1S39 前期 ◎ 小説・詩・アーティクル
文芸執筆の導入編として、小説、詩、アーティクル（記事）の3ジャンルにわたって実際の
執筆を体験し、読者に伝わる文章とはどんなものであるかを考える。

小説、詩、アーティクルといったジャンル上のニーズを踏ま
え、読者を意識した文章を書く意義を理解する。

創作ワークショップIII 選択必修 1年以上 演習 2 29KEI2S40 後期 ○ ◎ 小説・シナリオを書く
フィクション（物語）の文芸創作として、小説と脚本という異なる執筆形式をどちらも体験･演習し、自
らの創作者としての方向性や作風の萌芽のようなものをつかむ。

小説と脚本をどちらも学習・体験することで、両者のちがいだけでな
く、根底にある共通点をも深く理解し、文芸の幅広い選択肢を視野
に入れることができる。

創作ワークショップIV 選択必修 1年以上 演習 2 29KEI2S41 後期 ○ ◎ 現代詩を書く
行数やキーワード等のしばりを課したうえで、毎週、詩作品を書いて合評を行い、自分のことばを探
り当てていく。

自分自身の詩のことばに自覚をもって表現を追求し、自作をプレゼ
ンテーションしつつ他者の作品に的確な批評をできるようになる。

創作ワークショップV 選択必修 1年以上 演習 2 29KEI2S42 後期 ○ ◎ 短歌・俳句を詠む
普段の何気ない生活の中で発見した物事を文章化し、一首の短歌を添えるなど、エッセイと短歌を
組み合わせた鑑賞と創作を行い、合評する。

自分自身の短歌のことばに自覚をもって表現を追求し、自作をプレ
ゼンテーションしつつ他者の作品に的確な批評をできるようになる。

創作ワークショップVI 選択必修 2年以上 演習 2 29KEI2S43 前期 ○ ◎ 短編小説を書く
エンターテイメント性の高い各ジャンルのフィクションについて広く学び、実作を通して小説創作の基
礎を実践的に学ぶ。

エンターテインメント小説の来歴と現在について理解を深め、企画
立案から作品完成に至る実作プロセスを実践的に身につける。

創作ワークショップVII 選択必修 2年以上 演習 2 29KEI2S44 前期 ○ ◎ 戯曲・シナリオを書く
映画やドラマなど、映像作品の設計図であるシナリオについて幅広く学び、  発想(アイデア)を生み
出して形にするまでの一連のプロセスを身につける。

映像表現の基礎知識を学んで、短編シナリオを完成させ、 映像的
な発想力を身につける。

創作ワークショップVIII 選択必修 2年以上 演習 2 29KEI2S45 前期 ○ ◎ エクスパートクラス〈フィクション〉
「自分自身のために楽しんで書く」段階から大きく進んで、自作を広く社会で作品を発表するために
必要な力を、総合的に身につける。

作品執筆～完成にいたる一連のプロセスについてより深い認識を
持ち、社会に発表できるレベルの作品を〆切まで必ず完成させるプ
ロの姿勢を身につける。

創作ワークショップIX 選択必修 2年以上 演習 2 29KEI2S46 前期 ○ ◎ エクスパートクラス〈ノンフィクション〉
「自分自身のために楽しんで書く」段階から大きく進んで、自作を広く社会で作品を発表するために
必要な力を、総合的に身につける。

作品執筆～完成にいたる一連のプロセスについてより深い認識を
持ち、社会に発表できるレベルの作品を〆切まで必ず完成させるプ
ロの姿勢を身につける。

編集ワークショップII 選択必修 1年以上 演習 2 29KEI2S47 後期 ○ ◎ 編集ワークショップ
学内外にかかわるテーマを提示し、それにふさわしいアウトプットを考察し、かたちにする作業をつう
じ、「編集」というこういうを実践的に学ぶ。

提示されたテーマを柔軟に解釈し、他者と協力しながら発展的に実
現する力を養う。

文芸と社会I 選択必修 2年以上 演習 2 29CHI2S48 後期 ◎ 〇 Storyville　企画・運営1 企画立案、各種手配、広報、実施、記録にわたり、学科イヴェント「Storyville」の運営を行う。
現実のイヴェントの運営を通じ、社会的スキルを身につけると同時
に、文芸と社会との関連を具体的かつ大局的に考えることができる
ようになる。

文芸と社会II 選択必修 2年以上 演習 2 29CHI2S49 後期 ◎ 〇 文芸版リアルワークプロジェクト1 学外の企業等と連携し、そのニーズに対して、文芸的なソリューションを提供する。
文芸表現学科で学んだ文芸的なスキルを、現実のニーズに対する
ソリューションに応用することができる。

文芸と社会III 選択必修 2年以上 演習 2 29CHI2S50 後期 ◎ 〇 301文庫1
学科が301文庫（仮称）について、刊行作品の選定、企画、編集・広報に到るまでの運営を実践す
る。

出版（パブリケーション）という行為の実践をとおして、その社会的意
義を理解し、文芸と社会をつなぐことの意味を考える。

文芸と社会IV 選択必修 3年以上 演習 2 29KOU3S51 前期 ◎ 〇 Storyville　企画・運営2 企画立案、各種手配、広報、実施、記録にわたり、学科イヴェント「Storyville」の運営を行う。
現実のイヴェントの運営を通じ、社会的スキルを身につけると同時
に、文芸と社会との関連を具体的かつ大局的に考えることができる
ようになる。

文芸と社会V 選択必修 3年以上 演習 2 29KOU3S52 前期 ◎ 〇 文芸版リアルワークプロジェクト1 学外の企業等と連携し、そのニーズに対して、文芸的なソリューションを提供する。
文芸表現学科で学んだ文芸的なスキルを、現実のニーズに対する
ソリューションに応用することができる。

文芸と社会VI 選択必修 3年以上 演習 2 29KOU3S53 前期 ◎ 〇 301文庫2
学科が301文庫（仮称）について、刊行作品の選定、企画、編集・広報に到るまでの運営を実践す
る。

出版（パブリケーション）という行為の実践をとおして、その社会的意
義を理解し、文芸と社会をつなぐことの意味を考える。

文芸総合演習I 必修 2年 演習 2 29KEI2S54 後期 ◎ 〇 2年ゼミ
自身のテーマにふさわしいゼミに所属し、学生作品展に向けてそのテーマを追究するとともに、各ゼ
ミごとの活動にも参加する。

各自が自分のテーマを見つけ、それを探求していくことの意義を理
解する。また自身のテーマにみあった表現形式を構想することがで
きるようになる。

文芸総合演習II 必修 3年 演習 2 29KEI3S55 前期 ◎ 〇 3年ゼミ1
自身のテーマにふさわしいゼミに所属し、学生作品展に向けてそのテーマを追究するとともに、各ゼ
ミごとの活動にも参加する。

各自が自分のテーマを見つけ、それを探求していくことの意義を理
解する。また自身のテーマにみあった表現形式を構想することがで
きるようになる。

文芸総合演習III 必修 3年 演習 2 29HYO3S56 後期 〇 ◎ 3年ゼミ2 これまで自分が追究してきたテーマをさらに発展させて、卒業制作に向けて創作・制作を行う。
各自が自分のテーマを探求、追究し、それをもとに自分なりの作品
を完成することができる。またそれを社会に向かって公表・発信する
ことができる。



文芸総合演習IV 必修 4年 演習 2 29HYO3S57 前期 〇 ◎ 4年ゼミ これまで自分が追究してきたテーマをさらに発展させて、卒業制作に向けて創作・制作を行う。
各自が自分のテーマを探求、追究し、それをもとに自分なりの作品
を完成することができる。またそれを社会に向かって公表・発信する
ことができる。

卒業研究・制作 必修 4年 演習 4 29HYO3S58 後期 ○ ○ ◎ ポストゼミ（リライト・卒業展）
ゼミで書きあげた卒業制作の草稿を、本提出に向けてリライトする。またこれをもとに卒業展、Bccks
制作へとつなげる。

４年間の学習の集大成である卒業制作を完成し、それを公表・発信
することを通じ、文芸表現者としての自身の役割を認識する。

メディア演習I 選択 2年以上 演習 2 29GIH2S59 前期 ◎ IllustratorとPhotoshop 平面デザイン実践 DTPにおけるデザインから印刷までの工程をAdobe Illustrator、Photoshopで実践しながら学ぶ。
Illustrator、Photoshopのスキルを身につけ、それを視覚的なデザイ
ン作業に応用することができるようになる

メディア演習III 選択 2年以上 演習 2 29GIH2S60 後期 ◎ InDesign ブックデザイン実践 Adobe InDesignを使っRたブックデザイン、あるいは書籍や冊子のページ編集能力の基礎を養う。
InDesignのスキルを身につけ、それを書籍・雑誌等のデザイン作業
に応用することができるようになる

メディア演習IV 選択 3年以上 演習 2 29GIH3S61 前期 ◎ マルチメディア・プロモーション実践
文芸的な領域でも活用が進んでいるWEBをはじめとするさまざまな新しいメディアを、文芸の表現に
いかに応用可能であるかを実践的に考える。

自身が表現・パブリッシュしたいコンテンツに見合ったメディアを選
定し、そのメディア上で表現を実践することができる。

メディア基礎演習 選択 1年以上 演習 1 29CHI1S62 前期 ◎ 文芸で学ぶためのPC基礎
大学での学習やプロジェクトで必要な文書作成能力の基礎を築くことを目標とし、論文やレポート、
学内発表用資料などの作成を念頭に、Word・Excel・PowerPointの基礎的な使い方を習得する。

各種ソフトの基礎的な使い方を理解し、「情報がきちんと伝わる文
書」を作成するために必要な情報リテラシーを身につける。またそ
のスキルを、ことばとの関わりのなかでどう活かすかをかんがえるこ
とができるようになる。

キャリアインターンシップI 選択 2年以上 演習 1

キャリアインターンシップII 選択 2年以上 演習 1

キャリアインターンシップIII 選択 2年以上 演習 2


